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本
書
は
、
著
者
菅
野
敦
志
が
二
〇
〇
六
年
に

早
稲
田
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
博
士
論
文
が

も
と
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
ま
で
台
湾

の
文
化
政
策
と
国
民
統
合
を
研
究
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
本
書
は
現
段
階
で
の
研
究

の
集
大
成
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
戦
後
台
湾
に

お
け
る
国
民
党
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

を
歴
史
学
と
政
治
学
双
方
の
観
点
か
ら
実
証
的

に
分
析
し
た
学
術
書
で
あ
る
が
、
台
湾
の
客
家

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
を
研
究
テ
ー
マ
と
す

る
評
者
に
と
っ
て
も
刺
激
が
多
く
、
示
唆
に
富

む
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
は
以
下
に
本
章
の
構
成
を
示
す
。

　
序
章
　「
日
本
」・「
中
国
」・「
本
土
」
を
め
ぐ

る
戦
後
台
湾
の
文
化
変
容

　
第
一
章
　「
日
本
」
の
処
遇
と
「
文
化
再
構

築
」
の
葛
藤
（
一
九
四
五

－

一
九
四
九
）

　
第
二
章
　「
反
共
文
化
政
策
」の
推
進
と
「
中

国
化
」の
諸
相
（
一
九
五
〇

－

一
九
六
五
）

　
第
三
章
　
蔣
介
石
の「
中
華
文
化
復
興
運
動
」

と
国
民
文
化
の
一
元
化
（
一
九
六
六

－

一

九
七
六
）

　
第
四
章
　
蔣
経
国
の
「
本
土
化
」
政
策
と
文
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化
政
策
の
変
容（
一
九
七
七

－

一
九
八
七
）

　
終
章
　
文
化
政
策
と
国
民
統
合
の
政
治
学

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
一
九
四
五
年
の

「
光
復
」
か
ら
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
一
九
八

七
年
ま
で
の
時
期
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
⑴
国
民
党
に
よ
る

国
民
化
を
文
化
政
策
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
戦
後
台
湾
に
お
け
る
国
家
と
文
化
の

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
⑵
行
政
側
の
文

化
施
策
を
中
心
に
検
討
を
行
う
こ
と
で
国
民
党

の
文
化
政
策
の
特
徴
と
傾
向
を
明
ら
か
に
し
、

国
民
党
に
よ
る
国
民
化
に
関
す
る
新
た
な
歴
史

像
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
著
者
自
身
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
従
来
の
研

究
で
は
国
民
統
合
の
観
点
か
ら
戦
後
台
湾
の
文

化
政
策
を
論
じ
た
も
の
は
な
く
、
あ
っ
た
と
し

て
も
政
府
関
係
機
関
に
よ
る
研
究
報
告
書
な

ど
、
学
術
的
研
究
と
呼
ぶ
に
乏
し
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
の
台
湾
現
代
史
研

究
に
新
し
い
視
点
を
与
え
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
の
冒
頭
に
次
の
一
文
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
国
民
が
、
自
己
の
文
化
を
誇
り
と
し
、

大
声
で
「
私
は
台
湾
人
で
あ
る
！
」
と
言

え
る
よ
う
に
す
る
。（
行
政
院
文
化
建
設

委
員
会
『
二
〇
〇
四
年
文
化
白
皮
書
』
二

三
九
頁
）

　
裏
を
返
せ
ば
、「
台
湾
人
で
あ
る
」
と
言
え

な
か
っ
た
過
去
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

は
な
ぜ
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た

の
か
、
台
湾
人
と
は
何
な
の
か
と
い
っ
た
疑
問

が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
疑
問
に
答

え
て
く
れ
る
の
が
本
書
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
各
章
の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。
ま
ず
序
章
で
著
者
は
明
ら
か
に
す
べ
き
課

題
と
し
て
以
下
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　
⑴
　
台
湾
に
お
け
る
文
化
政
策
の
一
貫
性
や

普
遍
性

　
⑵
　
国
民
党
政
府
の「
一
元
的
文
化
政
策
」の

構
築
過
程
お
よ
び
文
化
的
正
統
性
の
問
題

　
⑶
　「
一
元
的
文
化
政
策
」
が
最
終
的
に

「
本
土
化
」
政
策
と
連
動
し
て
次
第
に

ロ
ー
カ
ル
な
文
化
を
取
り
込
む
方
向
性
へ

と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
契
機
と
変
遷
過

程
、
お
よ
び
そ
の
限
界

　
興
味
深
い
の
は
、「
脱
日
本
化
・
中
国
化
」、

「
本
土
化
」
と
い
う
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
変
化

だ
け
で
な
く
、
著
者
が
文
化
政
策
実
施
に
あ
た

り
国
民
党
内
部
に
も
「
保
守
」
と
「
進
歩
」、

「
一
元
」
と
「
多
元
」
と
い
っ
た
せ
め
ぎ
あ
い

が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
点
に
着
眼
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
ま
ず
日
本
統
治
期
の
文
化
政

策
お
よ
び
大
陸
時
代
の
中
華
民
国
で
の
文
化
政

策
が
概
観
さ
れ
、
中
国
大
陸
と
分
断
す
る
以
前

の
台
湾
に
お
け
る
文
化
再
構
築
の
問
題
を
「
脱

日
本
化
」
と
「
祖
国
化
」
に
焦
点
を
当
て
て
論

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
後
、
日
本
か
ら
台
湾
を
接
収
し
た
中
華
民

国
は
日
本
時
代
の
総
督
府
に
代
わ
り
、
新
た
な

統
治
機
関
と
し
て
「
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
」

（
以
下
「
行
政
長
官
公
署
」
と
称
す
）
を
設
置

し
た
。
長
官
に
任
命
さ
れ
た
陳
儀
の
も
と
、
台

湾
の
脱
日
本
化
、
祖
国
化
（
中
国
化
）
を
図
る

方
策
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
。
特
に
、
台
湾
を
治

め
る
上
で
最
も
重
要
な
工
作
を
「
心
理
改
造
」

と
み
て
い
た
陳
儀
は
、
そ
の
道
具
で
あ
る
言

語
・
文
字
の
改
革
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
が
許
寿
裳
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で
あ
る
。

　
許
寿
裳
は
陳
儀
に
招
聘
さ
れ
て
来
台
し
、
台

湾
省
編
訳
館
館
長
を
務
め
た
。
陳
儀
と
と
も
に

魯
迅
の
旧
友
で
あ
り
、
台
湾
に
お
け
る
魯
迅
思

想
の
伝
播
に
尽
力
し
た
左
派
系
知
識
人
で
も
あ

る
。
彼
は
教
科
書
の
編
纂
な
ど
を
通
し
て
全
中

国
に
先
駆
け
進
歩
的
な
教
科
書
を
供
給
し
、
民

衆
に
五
四
運
動
以
来
発
展
し
て
き
た
中
国
の
進

歩
的
・
前
進
的
な
精
神
を
注
入
す
る
こ
と
で
台

湾
人
の
祖
国
化
を
企
て
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
動
き
を
党
本
部
は
快
く
思
わ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
国
民
党
の
政
策
基
盤
は
「
三
民

主
義
」
に
あ
り
、
台
湾
に
お
け
る
文
化
建
設
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
魯
迅
は
か
つ

て
共
産
党
に
近
い
立
場
に
あ
り
、
国
民
党
に
対

し
批
判
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
思

想
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
国
民
党
の
一
切
を
否

定
し
か
ね
な
い
。
ま
た
、
五
四
運
動
は
愛
国
運

動
で
あ
っ
た
点
で
評
価
さ
れ
る
も
、
そ
れ
を
一

つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
台
湾
の
祖
国
化
を
図
る
こ

と
は
、
台
湾
と
い
う
土
地
に
共
産
主
義
的
思
想

が
浸
透
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
た
。
著
者
が

言
及
す
る
よ
う
に
台
湾
省
党
部
に
と
っ
て
の

「
祖
国
化
」
と
は
、「
脱
日
本
化
」
だ
け
で
な

く
、「
党
化
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
（
六
二
頁
）。

　
だ
が
、
二
・
二
八
事
件
以
降
、
こ
の
よ
う
な

対
立
に
変
化
が
現
れ
た
。
行
政
長
官
公
署
が
廃

止
さ
れ
台
湾
省
政
府
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
台

湾
省
党
部
の
支
配
力
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
の

だ
。
ま
た
、
行
政
長
官
公
署
の
廃
止
に
伴
っ
て

台
湾
省
編
訳
館
も
撤
廃
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
大

陸
で
の
内
戦
情
勢
が
暗
転
す
る
と
、
省
政
府
の

施
政
下
で
「
新
生
活
運
動
」
が
推
進
さ
れ
、
台

湾
に
お
け
る
「
戡
乱
総
動
員
工
作
」
が
始
ま
っ

た
。
著
者
は
こ
の
運
動
の
目
的
が
台
湾
人
の
心

理
建
設
で
は
な
く
、
規
律
化
・
軍
事
化
・
効
率

化
を
始
め
と
す
る
、
国
家
総
動
員
下
で
の
組
織

の
掌
握
・
統
制
を
す
る
戦
時
動
員
で
あ
っ
た
と

指
摘
し
て
い
る（
一
一
三
頁
）。
戦
況
の
変
化
が

文
化
政
策
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
国
民
党
の
遷
台
後
、「
反

共
」
が
唯
一
の
指
標
と
さ
れ
た
時
期
の
「
祖
国

文
化
」
移
植
過
程
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
「
改
造
」
と
「
中
央
化
」
が
政
治
・
軍

事
面
の
、「
中
国
化
」
が
社
会
・
文
化
面
で
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
共
産
党
と
の
内
戦
に
敗
れ
た
国
民
党
は
一
九

四
九
年
一
二
月
に
台
湾
へ
撤
退
す
る
。
そ
し

て
、
台
湾
を
「
大
陸
反
攻
の
基
地
」「
三
民
主

義
の
模
範
省
」
と
し
た
国
民
党
は
、
総
動
員
態

勢
の
強
化
と
反
攻
基
地
と
し
て
の
台
湾
防
衛
を

呼
び
か
け
、「
反
共
抗
ソ
」
の
国
策
に
よ
り
当

時
の
情
勢
は
反
共
一
色
に
染
ま
っ
て
い
っ
た
。

戦
後
初
期
の
台
湾
に
お
け
る
「
文
化
再
構
築
」

で
は
「
脱
日
本
化
」
と
「
祖
国
化
」
が
優
先
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
国
民
党
政
府
の
敗
退
と
い

う
政
治
状
況
の
変
化
を
受
け
、
一
九
五
〇
年
代

の
文
化
政
策
は
全
面
的
な
「
反
共
文
化
」
の
構

築
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る

（
一
四
三
頁
）。

　
大
陸
で
の
失
敗
が
教
育
と
文
化
に
あ
っ
た
と

考
え
た
蔣
介
石
は
、
遷
台
以
降
の
文
化
政
策
の

重
心
を
教
育
に
置
い
た
。
教
育
・
文
化
の
党
化

と
も
言
え
る
「
文
化
改
造
運
動
」
が
実
施
さ

れ
、
反
共
主
義
と
伝
統
主
義
を
軸
と
し
た
教
育

の
改
造
を
通
し
て
、
正
統
中
国
の
国
民
た
る
べ

き
民
族
精
神
を
持
っ
た
国
民
の
創
出
が
図
ら
れ

た
。
一
方
で
、「
中
国
の
台
湾
」
と
い
う
地
域

認
識
を
植
え
つ
け
る
郷
土
教
育
に
よ
っ
て
脱
日

本
化
を
し
、
中
国
化
を
促
す
一
面
も
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
著
者
は
「
改
造
」
よ
り
も
台
湾

の
中
国
化
に
長
期
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の

は
「
中
央
化
」
だ
と
見
て
い
る
。
中
央
政
府
の

台
湾
移
転
に
よ
っ
て
、
中
国
の
一
地
方
に
過
ぎ

な
か
っ
た
台
湾
が
中
国
の
中
心
へ
と
転
じ
る
。

国
民
党
と
共
に
多
く
の
外
省
人
が
台
湾
に
流
入

し
た
の
だ
が
、
政
府
諸
機
関
で
重
要
な
ポ
ス
ト

な
い
し
管
理
職
の
ほ
と
ん
ど
を
外
省
人
が
占
め

た
。
そ
れ
は
文
化
界
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ

た
。
日
本
統
治
を
経
験
し
た
台
湾
本
省
の
文
化

人
が
有
す
る
伝
統
は
正
統
中
国
の
も
の
と
し
て

見
な
さ
れ
ず
、
そ
の
上
、
言
語
の
問
題
も
あ
っ

て
、
活
動
範
囲
を
狭
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、「
中
央
化
」
に
よ
っ
て
台
湾
が
中
国
の

中
心
と
な
り
全
て
と
な
る
が
、
台
湾
自
体
は
中

国
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
周
辺
化
し
て
い
っ
た

の
だ
。
一
九
五
〇
年
代
初
期
の
中
国
化
の
固
有

性
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
台
湾
」
周
辺
化
の
起

点
と
な
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
（
一

八
七
頁
）。

　
と
は
い
え
、
大
陸
出
身
の
知
識
人
の
中
に
も

雷
震
や
殷
海
光
の
よ
う
に
政
府
の
党
化
政
策
に

異
議
を
唱
え
る
者
た
ち
が
い
た
。
彼
ら
は
西
洋

文
化
に
傾
倒
し
、
伝
統
主
義
の
下
、
民
主
と
自

由
を
抑
圧
す
る
国
民
党
に
対
し
批
判
を
行
う
。

特
に
殷
海
光
は
自
由
主
義
者
と
し
て
信
念
を
貫

き
、
五
四
運
動
の
精
神
を
基
調
と
し
て
「
民
主

と
科
学
」
を
通
し
た
中
国
の
救
済
を
主
張
し
続

け
た
。
政
府
は
科
学
を
重
要
視
す
る
一
方
で
、

儒
教
な
ど
伝
統
主
義
を
否
定
す
る
思
想
や
文
化

は
徹
底
的
に
弾
圧
し
た
の
だ
っ
た
。
一
元
的
な

文
化
し
か
許
さ
れ
な
い
当
時
の
台
湾
の
状
況
は

「
民
主
文
化
の
砂
漠
」（
二
二
二
頁
）
と
呼
ぶ
に

相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
三
章
で
は
、
中
国
化
政
策
の
集
大
成
と
さ

れ
る
「
中
華
文
化
復
興
運
動
」
の
展
開
に
つ
い

て
、
主
に
「
中
華
文
化
復
興
運
動
推
進
委
員

会
」（
以
下
「
文
化
復
興
委
員
会
」
と
称
す
）

や
「
教
育
部
文
化
局
」（
以
下
「
文
化
局
」
と

称
す
）
の
活
動
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
運

動
は
中
華
文
化
の
保
全
と
発
揚
に
関
し
て
早
急

に
対
処
す
べ
き
と
い
う
蔣
介
石
の
主
張
に
よ
り

一
九
六
六
年
に
準
備
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
翌

年
七
月
の
「
中
華
文
化
復
興
運
動
推
進
委
員
会

発
起
人
曁
成
立
大
会
」
開
催
に
よ
っ
て
実
質
的

な
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　
中
華
文
化
復
興
運
動
も
ま
た
伝
統
主
義
と
三

民
主
義
を
基
軸
に
進
め
ら
れ
た
運
動
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
に
は
外
交
的
お
よ
び
国
内
的
な
要
因

が
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
に
は
、
大
陸
の
共
産

党
政
権
に
対
し
て
国
民
党
政
権
こ
そ
が
正
統
中

国
で
あ
る
と
世
界
に
知
ら
し
め
る
外
交
政
略
が

挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
六
六
年
、
折
し
も
大
陸
で

は
文
化
大
革
命
が
勃
発
し
、
海
外
で
は
「
伝
統

中
国
文
化
が
根
絶
す
る
」
と
い
う
国
際
的
批
判

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
際
社
会
に
お
け
る

毛
沢
東
政
権
の
孤
立
を
図
っ
た
の
だ
。
そ
の

結
果
、
台
湾
の
更
な
る
中
国
化
が
促
さ
れ
、

「
良
き
中
国
人
」、
す
な
わ
ち
「
良
き
反
共
中
国

人
」
の
再
生
産
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
国
民
党

は
中
華
文
化
復
興
運
動
に
よ
っ
て
五
四
運
動
以

来
続
い
て
き
た
「
外
来
文
化
受
容
を
め
ぐ
る
近

代
化
論
争
」
を
収
束
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
つ
ま

り
、
同
運
動
開
始
の
背
景
に
は
文
化
的
正
統
性

の
強
化
を
企
図
す
る
国
民
党
の
意
識
が
強
く
作

用
し
て
い
た
と
い
う
（
二
四
九
頁
）。

　
さ
て
、
中
華
文
化
復
興
運
動
が
推
進
さ
れ
る

上
で
中
心
と
な
っ
た
組
織
、
文
化
復
興
委
員
会

と
文
化
局
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

文
化
復
興
委
員
会
は
政
府
機
関
と
民
間
団
体
を

結
合
し
た
社
会
運
動
機
構
で
あ
る
と
さ
れ
た

が
、
著
者
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
蔣
介
石
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の
個
人
的
権
威
に
支
え
ら
れ
た
特
権
的
組
織
で

あ
り
、
あ
る
意
味
ほ
か
の
政
府
機
関
を
超
越
し

た
存
在
で
も
あ
っ
た
（
二
三
八
頁
）。
同
委
員

会
の
活
動
範
囲
は
、
教
育
、
学
術
研
究
、
文

芸
、
施
設
建
設
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
生
活
運

動
、
観
光
事
業
、
華
僑
教
育
、
文
化
事
業
奨
励

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
は

一
貫
し
て
「
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」「
儒
教
思

想
」「
大
中
国
史
観
」
が
反
映
さ
れ
、
民
族
精

神
の
植
え
付
け
が
目
論
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
「
教
育
」
と
「
文
化
」
に
結
合

さ
せ
、「
文
化
宣
伝
工
具
」
と
し
て
総
動
員
態

勢
の
強
化
に
用
い
て
い
く
こ
と
と
、
中
華
文
化

復
興
運
動
を
行
政
面
か
ら
推
進
し
て
い
く
と
い

う
二
つ
の
主
要
な
目
的
（
二
七
五
頁
）
か
ら
文

化
局
が
設
立
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
台
湾

社
会
で
は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
国
民
文
化
の
推
進

に
よ
っ
て
更
な
る
文
化
の
一
元
化
が
図
ら
れ
て

い
く
の
だ
っ
た
。

　
第
四
章
で
は
、
蔣
経
国
に
よ
る
「
文
化
建

設
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
文
化
行
政
の
変
化
を
考

察
し
、
そ
れ
が
文
化
面
で
の
「
本
土
化
」
政
策

の
始
ま
り
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
か
検
証
し
て
い
る
。
蔣
経
国
は
蔣
介
石
の
後

継
者
で
あ
り
な
が
ら
、
一
九
七
二
年
の
政
院
長

就
任
以
来
、
台
湾
籍
の
政
治
家
を
抜
擢
・
登
用

し
た
り
、
一
九
八
七
年
に
は
戒
厳
令
を
解
除
し

て
台
湾
社
会
を
自
由
化
さ
せ
た
り
と
、
政
治
面

で
の
台
湾
化
、
す
な
わ
ち
本
土
化
を
積
極
的
に

行
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
並
行
し
て
文
化
政
策

に
お
い
て
も
本
土
化
が
推
進
さ
れ
る
。

　
そ
れ
に
は
国
内
外
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
変
化
に

原
因
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
九
七
〇
年
代
に
お

い
て
、
中
華
民
国
は
国
連
脱
退
や
日
米
な
ど
諸

外
国
と
の
断
交
に
よ
っ
て
国
際
的
孤
立
が
決
定

的
と
な
り
、
政
権
の
正
統
性
を
外
部
で
は
な
く

内
部
に
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。
一

方
で
、
中
壢
事
件
（
一
九
七
七
年
）
や
美
麗
島

事
件
（
一
九
七
九
年
）
と
い
っ
た
民
主
化
要
求

運
動
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
抑
え
つ
け
ら
れ
て

い
た
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
表
面
化

し
て
い
た
。
文
化
面
で
も
「
郷
土
文
学
論
戦
」

（
一
九
七
七
年
）
が
起
き
る
な
ど
、
民
衆
の

「
郷
土
」
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
呼
応
し
て
文
化
政
策
は
「
大
衆
に
根
ざ

す
」
工
作
で
あ
る
必
要
性
を
求
め
ら
れ
る
。

　
蔣
経
国
は
行
政
院
文
化
建
設
委
員
会
を
設
置

し
、
そ
の
主
任
委
員
に
台
湾
籍
の
台
湾
研
究
者

で
あ
る
陳
奇
禄
を
抜
擢
し
た
。
ま
た
、
台
湾
の

各
県
市
に
「
文
化
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
す
る
な

ど
、「
地
方
文
化
の
国
民
文
化
化
」（
三
七
四

頁
）
が
図
ら
れ
た
。
政
策
の
一
環
と
し
て
、
⑴

「
全
国
文
芸
季
」（
全
国
文
芸
活
動
）
の
開
催
、

⑵
「
文
化
資
産
保
存
法
」
の
制
定
、
⑶
伝
統
技

芸
の
保
存
と
改
進
な
ど
が
遂
行
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
、
蔣
経
国
が
文
化
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
こ
う
い
っ
た
動
き
は
、
そ
れ

ま
で
儒
教
思
想
や
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
主
柱

と
し
て
い
た
国
民
党
の
文
化
政
策
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
著
者
は
、
蔣
経
国
に
よ
る
「
文
化
建
設
」

が
、
建
て
前
と
し
て
の
反
共
復
国
の
看
板
が

依
然
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
よ
る
統
合
が
継
続
さ
れ
て
い
た
時
代
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
こ

そ
、
そ
の
意
義
が
改
め
て
確
認
さ
れ
う
る
の
で

あ
り
、
戦
後
台
湾
の
文
化
政
策
の
転
換
点
と
し

て
、
ま
た
、
文
化
面
に
お
け
る
「
本
土
化
」
改

革
の
濫
觴
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
し
て
い
る
（
三
六
六
頁
）。

　
終
章
で
は
、
本
書
で
設
定
さ
れ
た
課
題
に
対
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し
て
答
え
が
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
陸
時

代
に
引
き
続
き
戦
後
初
期
の
台
湾
に
お
け
る
国

民
党
文
化
政
策
に
は
「
五
四
新
文
化
運
動
」

と
「
中
国
本
位
的
文
化
建
設
」
の
相
克
が
問
題

と
し
て
あ
っ
た
が
、
保
守
派
が
優
位
を
占
め
て

お
り
、
蔣
介
石
が
推
進
し
た
中
華
文
化
復
興
運

動
で
「
文
化
保
守
主
義
的
傾
向
の
歴
史
的
連
続

性
」
は
強
固
た
る
も
の
と
な
る
も
、
蒋
経
国
の

文
化
建
設
に
よ
っ
て
「
中
国
化
」
か
ら
「
本
土

化
」
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
国
民
党
の
文
化
政
策
の
特
徴
と
し
て
、
⑴

「
教
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、

⑵
「
民
族
主
義
に
対
す
る
過
度
の
偏
向
性
」
を

挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
民
主

党
政
権
以
降
、
各
方
面
で
著
し
く
な
っ
た
「
台

湾
化
」
の
動
き
に
は
、
歴
史
的
背
景
を
原
動
力

と
し
て
そ
の
言
説
の
正
統
性
を
得
て
き
た
こ
と

か
ら
、
戦
後
の
国
民
党
文
化
政
策
に
対
す
る
更

な
る
検
討
を
今
後
の
課
題
と
し
た
。

　
先
に
も
述
べ
た
が
、
本
書
は
戦
後
直
後
か
ら

一
九
八
七
年
に
戒
厳
令
が
解
か
れ
る
ま
で
の
台

湾
に
お
け
る
国
民
党
の
文
化
政
策
と
国
民
統
合

の
関
連
性
を
論
じ
た
力
作
で
あ
る
。
史
料
を
丁

寧
か
つ
詳
細
に
分
析
し
た
そ
の
手
法
は
見
習
う

に
値
す
る
も
の
で
、
説
得
力
の
あ
る
論
述
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
文
化
政
策
に
お
け
る
「
中
国
化
」
か
ら
「
本

土
化
」
へ
の
転
換
を
一
九
八
七
年
以
降
に
求
め

る
傾
向
が
根
強
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え

で
、
著
者
が
文
化
政
策
の
「
本
土
化
」
の
始
ま

り
を
蔣
経
国
時
代
に
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
確
か
に
台
湾
に
お
け
る
「
民
主

化
」
と
言
わ
れ
る
と
民
主
化
に
向
け
て
著
し
く

社
会
が
変
化
し
た
戒
厳
令
以
降
に
目
を
向
け
が

ち
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
に
関
し
て
は
蔑

ろ
に
す
る
節
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
実
は

一
九
八
七
年
以
前
か
ら
「
民
主
化
」
の
胎
動
が

始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ

の
動
力
が
何
た
る
か
を
念
頭
に
置
き
研
究
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
確
認
さ

せ
ら
れ
た
。

　
だ
が
、
著
者
自
身
も
言
及
し
て
い
る
よ
う

に
、
史
実
を
並
べ
た
通
史
的
な
考
察
で
あ
る
印

象
を
受
け
る
の
も
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
文
化

政
策
に
対
す
る
外
省
人
や
本
省
人
の
知
識
人
の

意
見
な
ど
に
は
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
一

般
の
民
衆
が
当
時
の
文
化
政
策
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
言
及

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
本
書
の
ひ
と
つ

の
限
界
で
も
あ
る
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、「
反

共
」
や
「
儒
教
思
想
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

政
府
の
文
化
政
策
が
ど
の
よ
う
に
民
衆
に
影
響

を
与
え
た
の
か
、
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
ミ
ク

ロ
レ
ベ
ル
で
実
証
分
析
を
行
う
と
な
お
良
い
と

い
う
の
が
率
直
な
意
見
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
個
人
的
な
話
に
な
る
の
だ
が
、
私
の
祖
父

は
日
本
統
治
を
経
験
し
、
国
民
党
に
対
し
て
は

嫌
悪
感
と
猜
疑
心
を
抱
い
て
い
る
。
父
は
、
ま

さ
に
中
華
文
化
復
興
運
動
が
盛
ん
に
推
進
さ
れ

て
い
た
時
期
に
学
生
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
影
響

を
受
け
て
の
こ
と
か
、
中
国
大
陸
に
対
し
て
は

今
で
も
「
共
匪
」
と
言
っ
て
い
る
。
仕
事
上
、

大
陸
と
関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
約
十
年
の
滞
在

を
経
験
し
て
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
一

方
で
、
国
民
党
も
好
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
嫌

悪
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
国
民
党
が

台
湾
で
行
っ
た
党
化
政
策
は
失
敗
と
も
読
み
取

れ
る
が
、
言
い
た
い
の
は
、
民
衆
が
も
つ
複
雑

な
感
情
や
意
識
を
解
く
手
が
か
り
を
得
る
た
め

に
は
個
々
の
事
例
を
扱
っ
た
ミ
ク
ロ
な
分
析
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
民
党
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に
よ
る
国
民
統
合
に
詳
し
い
著
者
に
こ
そ
成
し

得
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
に
期
待
し
た
い
。

　
二
〇
〇
〇
年
に
民
進
党
が
政
権
を
握
っ
て
か

ら
と
い
う
も
の
、
九
〇
年
代
に
李
登
輝
を
筆
頭

に
始
め
ら
れ
た
「
台
湾
化
」、
す
な
わ
ち
「
本

土
化
」
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
っ
た
。
政
治

の
み
な
ら
ず
、
文
化
面
に
お
い
て
も
積
極
的
に

「
脱
中
国
化
」
が
図
ら
れ
、
ま
た
台
湾
社
会
の

変
容
も
あ
り
実
に
多
元
的
な
社
会
へ
と
変
貌
を

遂
げ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
二
〇
〇
八
年
に
再
び
国
民
党
が
政
権
を
奪

回
し
た
。
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
揺
る
ぎ
な

い
も
の
と
し
て
定
着
し
た
状
況
下
で
、
国
民
党

が
い
か
な
る
文
化
政
策
を
打
ち
立
て
る
の
か
、

ネ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、
そ
れ
ら
を
解
明
す
る
に
は
著
者
が

取
り
組
ん
で
き
た
研
究
が
有
意
に
働
き
、
こ
れ

か
ら
の
台
湾
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占

め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
未
熟
な
評
者
に
台
湾
研
究
で
の
大

先
輩
の
著
書
の
書
評
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が

与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
大
変
恐
縮
す
る
と
同
時

に
光
栄
に
も
思
う
。
私
自
身
の
力
不
足
で
、
見

落
と
し
て
い
る
点
、
読
み
違
え
て
い
る
点
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
ご
寛
容
願
い
た
い
。
も
う

一
度
、
姉
妹
篇
で
あ
る
『
台
湾
の
言
語
と
文
字

│
│
「
国
語
」・「
方
言
」・「
文
字
改
革
」』（
勁

草
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
と
併
せ
て
読
み
、
更

な
る
理
解
を
深
め
た
い
。


